
源泉所得税をネットバンキングで払う方法 

 

 

①当事務所より、このような 

 書類をお届けしております。 

 

  ※左記は当事務所のものです。 

   見本として説明用の画像に 

使っています。 

 

今回ネットバンキングで払うのは 

この金額です。 

 

  ↓  

 

②ネットバンキング画面に 

 ログインしましょう。 

 

  ※左記は SMBCです。 

多少、画面のアイコンの位置等 

異なりますが、基本的操作は 

どの金融機関でも同じです。 

 

  ↓  

  

③ネットバンキングの画面で 

「Pay-easy」という文言の 

あるアイコンを選択して下さい。 

 

 ※Pay-easyマークで表示されて 

いることもあります。 

多くの場合「税金」の支払という 

表記があるはずです。 

 

 

  ↓  

これは当事務所が E-TAXで税務署に 

既に送信している内容です。 

（※この紙は使いません） 

使うのはこちら。 

三井住友銀行の場合はここ。 

このマークを目印と 

している銀行もあります。 



 

④このように Pay-easyの画面になったら、 

収納機関番号などの情報を入力していきます。 

 

※ 当事務所からお送りしている書類を 

お手元にご用意下さい。 

 

  ↓  

 

⑤この「メール詳細」という 

タイトルの書類に記されている 

「収納機関番号」を、PC画面に 

入力します。 

  ↓  

 

⑥次に３つの情報を PC画面に 

入力していきましょう。 

 

納付番号という箇所には、 

「利用者識別番号」という 

16桁の数字を入力します。 
 

※当方からお渡しする紙に手書きで 

  メモをしております。 

 

確認番号という箇所には 

「納税用確認番号」という 

6桁の数字を入力します。 
 

 ※お客様自身が最初に決めた 

  数字のみの 6桁の番号です。 

 

 

納付区分という箇所には 

この紙に表示されている数字

をそのまま入力します。 

 

  ↓  

 

 

これを使います 



 

⑦次へ進むとこのように支払内容の確認の 

画面になります。 

 

ここで、各金融機関のワンタイムパスワード 

を入力して「払い込み実行」処理をします。 

  ↓  

 

⑧これで、源泉所得税の支払が 

完了しました。 

 

もし「印刷用ページ」などの表示が 

ある場合には、そのページを印刷して 

領収書代わりにしておきましょう。 

 ※ない場合は、この「払込完了」の画面 

そのものを印刷して領収書の代わりに 

しても構いません。 

 

お疲れ様でした。(#^^#) 

 

（参考） 

 

源泉所得税など、税金を 

ネットバンキングで払うと、 

入出金明細にはこのように 

PE という文字が表示されます。 

  

 


